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２０２０-２１年度 

第２７１９回 
２０２０年９月１１日（金）点鐘１２時３０分（雨・曇り） 

 

◆ロータリーソング『われらの生業』 

◆四つのテスト ～言行はこれに照らしてから～ 

  １．真実か どうか 

  ２．みんなに公平か 

  ３．好意と友情を深めるか 

  ４．みんなのためになるか どうか 

◆お客様紹介                 

◇本日のゲストスピーカー 

有限会社オクト 代表取締役 石田 辰雄様 

◆会長挨拶及び報告       廻 辰一郎会長  

みなさま、こんにちは。有限会社オクト石田社長、本日

の卓話、いろんなイベントの話を聞けそうで大変楽しみ

にしております。よろしくお願いいたします。 

皆様にご報告事項が二つございます。 

まず、昨日、椿森に所在する国立病院機構千葉医療

センターにコロナ対策寄付金として、５０万円を千葉南ク

ラブより寄付ということでお渡ししてまいりました。これは

昨年度から引き続きクラブで検討してきたことで、この国

難に立ち向かう医療従事者の方々に何かできないかと

いうことで色々なことを考えたのですが、寄付金ということ

で少しでもお役に立てればということで、理事会で検討

し、昨日実行したという次第です。医院長に直接お渡し

して大変感謝していただき、有難いようなお言葉もいた

だきました。今の色々な現状のお話も伺いましたし、これ

から秋冬に備えて皆さん大変なご苦労があるということを

お聞きしました。 

我々ロータリークラブの活動の趣旨をご説明させてい

ただきまして十分ご理解をいただけたことと思います。 

また、本日、大塚会長エレクトが個人的に千葉大学病

院へ直接寄付されたということで、ここでご紹介させてい

ただきます。 

それからもう一つのご報告ですが、地区グループ再編

について、再三ご報告をさせていただいておりますが、 

やはり大事なことですので一部の会員ということではなく

全会員に同じ情報を共有していただきたいという思いで

ご報告をさせていただきます。先週５日（土）に第４グル

ープの会長・幹事及び各理事等の方々の集まりがござ

いました。これは地区から来るのかと思いましたら趣旨が

事前の情報とちょっと違いまして、第４グループの外立ガ

バナー補佐からのお声かけで、我々第４グループのみ

の参加でございました。今後、第４グループとしてどうし

ていこうかという打ち合わせ会でございました。そこでは

先週お渡しいたしました我々のクラブに対する回答に準

じたものがそれぞれのクラブにも来ておりまして、それか

らまた第４グループ全体にほぼ同じ内容で地区から回答

がございましたが、先日もご報告したとおり、基本ゼロ回

答でございます。 

その内容に対して、第４グループ各クラブの全員から

発言がありましたが、やはり皆さん納得できないということ

で一致し、国際ロータリーに提訴しようということで話がま

とまりました。しかし、今週の月曜日にＲＩ日本事務局に

申し入れをして確認をしたところ、ロータリー章典というの

があるのですが、そこから照らし合わせても今回のガバ

ナー専任事項に関しても異議を調停する場がないという

ことがはっきりしてしまいました。提訴という形をとっても

簡単に言うと門前払いというか、ＲＩに届ける先がないと

いうことが判明しました。 

そこで、会長間で電話等で話したのですが、第４グル

ープとして共同声明文を作ろうということで、そのたたき

台を作っている最中です。本日、例会終了後に千葉南

クラブの臨時理事会を開催しまして詳細等をご説明し、

今後のクラブとしての方向性を決めたいと思っておりま

す。そして、１８日（金）に第４グループの合同会長・幹事

会がございますので、そこで何らかの方針を決めたいと

思っております。この辺につきましては逐次またご報告を

させていただきますのでよろしくお願いいたします。そし

て何かご意見等がございましたらお申し出いただけたら

と思います。 

 

 

第２７２０回例会 

≪ガバナー補佐訪問≫ 

日 時⇒ ２０２０年９月１８日(金) 点鐘１２：３０ 

卓 話⇒ 国際ロータリー第２７９０地区第４グループ 

ガバナー補佐 外立 徹 様 

 



◆入会式                     

間々田
ま ま だ

 英俊会員 （オークラ千葉ホテル 総支配人） 

＜紹介者：水野浩利会員、松尾博之会員＞ 

 

皆様こんにち

は。東京のオー

クラでサービスを

担当していた私

が、ロータリアン

になるとは夢に

も思っておりま

せんでした。 

（間々田英俊会員）  （廻辰一郎会長） 

ロータリークラブの国際親善と社会奉仕という二つの

スローガンを私なりに一生懸命頑張って努めさせていた

だければと思います。諸先輩の皆様、ご教授の程、何卒

よろしくお願い申し上げます。 

◆米山記念奨学会より感謝状伝達          

第１３回米山功労者 （メジャードナー） 

吉田 裕成会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 第１回米山功労者⇒ 10万円 

メジャードナー⇒  100万円～ 

◆委員会報告                   

ＣＳＲゴルフ会開催のご案内 （齋藤 良尭会員） 

時  ⇒  ２０２０年１０月７日（水） 集合 8：30 

場所 ⇒  久能カントリー倶楽部 

皆様、奮ってご参加ください。 

 

地区ＲＬＩ実行委員会より （三神 秀樹会員） 

平素より地区ＲＬＩ活動に対して、ご理解とご協力を賜

り誠にありがとうございます。 

本年度のロータリー・リーダーシップ研究会（ＲＬＩ）に

ついては、昨年度の諸岡ガバナー年度に新型コロナの

影響で開催できなかったパートⅡを８月８日に、そして同

じくパートⅢを９月７日に実施しました。 上半期は、当

地区全体で２３名の参加者が３つのパートを修了されま

した。 また、漆原ガバナー年度の下半期でも例年通り

のコースが予定されていますので、ご安心ください。 

今後の予定としましては、来週水曜日の９月１６日に

卒後コースが開催されますので、３つのパート修了して

いる方で未だ参加されていらっしゃらないディスカッショ

ンリーダー（ＤＬ）候補者は是非参加なさっては如何でし

ょうか。 当地区では、この卒後コース及び１０月５日に

予定されているⅮＬ養成コースまで修了することがＤＬ資

格取得の要件となっております。ＲＬＩに積極的に参加し、

地区内他クラブの様々な役職の会員達と自由に意見交

換しながら、知識や経験を分かち合うことでロータリーを

広く浅く知ろうではありませんか。 

皆様の積極的なご登録、ご参加をお待ちしておりま

す。 

◆幹事報告           河原 大輔幹事 

・来週の例会は、ガバナー補佐訪問でクラブ協議会の

予定でしたが、ガバナー補佐の卓話となりました。 

・本日、例会終了後に臨時理事会を行います。 

◆出席報告 (会員数５１名)              

 

 

千葉市内例会変更のご案内 メーキャップにご利用下さい。 

 

 

 

◆ニコニコボックス報告              

≪廻 辰一郎会長・河原 大輔幹事≫ 

昨年の９月９日には、千葉県に台風１５号が上陸し、

多大な被害を受けました。あれから早や１年が経ちまし

た。交通機関の遮断をはじめ、停電や断水と日常生活

を失う事態となりました。今年も台風は襲ってきます。 

皆様におかれましては、コロナ対策に加えて、台風を

含めた災害対策をお願い致します。 

 石田様、ようこそお越しくださいました。後ほど卓話をよ

ろしくお願い申し上げます。 

≪植松 省自会員≫ 

 明るいイメージの素晴らしい活動計画書が出来ました

ね。関係者の皆さん、有難うございました。 

≪出井 清会員・三神 秀樹会員≫ 

 今日配布された、2020-21年度の活動計画、素敵です。

前島会員、有難うございます。 

≪前島 孝夫会員≫ 

 お待たせ致しました。本日、クラブ活動計画をご納品さ

せていただきました。皆様からご意見をいただけましたら

幸いです。 

 

出席者数 

 ２７名 

欠席者数 

２４名 

ﾋﾞｼﾞﾀｰ  

  １名 

8/28 修正出席率 

６４．５８ ％ 

千葉ＲＣ 月 
 

三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 

千葉西ＲＣ 火 9/29・10/13 ｾﾝｼﾃｨﾀﾜｰ「東天紅」 

千葉幕張ＲＣ 火 
 

ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ東京ﾍﾞｲ 

新千葉ＲＣ 水 10/7 京成ﾎﾃﾙﾐﾗﾏｰﾚ 

千葉北ＲＣ 水 
 

ﾎﾃﾙﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞちば 

千葉中央ＲＣ 木 10/1・10/15 三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 

千葉港ＲＣ 木 
 

京成ﾎﾃﾙﾐﾗﾏｰﾚ 



 

 

本日の卓話 
演 題⇒『地元千葉におけるイベント開催』 

卓話者⇒ 有限会社オクト 

        代表取締役 石田 辰雄様 

 

 

本日はお呼びいただきまして

ありがとうございます。有限会社

オクト石田と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。本日は岡

田さんからご紹介いただきました

とおり、千葉市でのイベントの開

催につきましていろいろとやらせ

ていただいておりました。そのあ

たりをいくつか紹介させていただ

けたらと思います。「地元千葉におけるイベント開催」につ

いてです。 

大きく分けまして５つございます。一つは今お話が出まし

たレッドブル・エアレース千葉大会、二番目に千葉市民花

火大会、いわゆる幕張ビーチ花火フェスタ、三番目に千葉

シティトライアスロン大会、四番目にＳＴＡＲＬＩＧＨＴ ＣＩＮＥ

ＭＡＺ、五番目にＸ'ｍａｓ ＳＫＹ ＩＬＬＵＭＩＮＡＴＩＯＮ。 

何のことやらと思われると思いますので、一つ一つご説

明させていただきたいと思います。 

まずイベント開催の目的といたしまして、ただ単にイベン

トをやろうと進めてきたわけではなく、まず一番目に開催意

義の整理として、何のためにイベントをやるのかというところ

をそれぞれイベントの中で作らせていただいて、イベントの

開催に向けて進めていったということがあります。二番目に、

地元の業者さん、いわゆるイベント関係ですと音楽フェスな

どは東京から多くの業者さんが来まして、全てやっていっ

てそのまま立ち去ってしまうという流れが今まで多かったの

ですが、それでは千葉に対するメリットというか経済波及効

果も含めてもったいないというところがありましたので、地元

の企業でそれなりのプラットホームを作っていこうというとこ

ろを考えました。三番目に官民連携による新しいスキーム。

これは、民間企業だけでイベントを進めていくのではなくて

行政とタッグを組んだ形でイベントを進めていけるかどうか

というところをいろいろ模索しながらやらせていただきまし

た。 

まず一番目のレッドブル・エアレース千葉大会、こちら逆

にご存じない方いらっしゃいますか。みなさんご存じですよ

ね。２０１５年から２０１９年の昨年まで５回開催をしてまいり

ましたが、残念ながら昨年で一応終了ということになりまし

たが、復活させようという動きもございます。ただ日本の場

合ですとオリンピックですとか、世界的なコロナ禍の状況の

中でなかなか大きな世界大会というものを開催できない場

面もございますので、来年以降にまた開催ができるように

我々としては動いている状況でございます。またその時に

は是非お越しいただければと思います。 

今日は、エアレースとは何ぞやという話をしても多分含

みが違うのかなと思いますので、当初、エアレースを日本、

千葉の幕張の地に招致するためにどうすれば良いかという

ところからお話しさせていただければと思います。海外では、

例えばＵＡＥのアブダビは毎年第一回を開催しており、岡

田くんと一緒に視察に行きました。エアーレースの招致金

がけっこうかかるのですけれど、アブダビの場合ですと、ポ

ンと王様のポケットマネーで招致してしまえるようなかたち

です。それが日本の中でできるのだろうか。当然他国の場

合ですと各地方自治体、行政がお金を出して招致するとい

う流れがあったのですけれど、日本の場合は、千葉市の場

合は当然そんなお金は出せません。エアレース側の条件と

しては、いろいろなリスク、金銭的なリスクや事故等におけ

るリスクも含めて開催地の方にそのリスクを背負ってくれと

いう話がありました。当時千葉市としては市長も含めてです

が、そういったリスク等もとれないし、お金も出せないという

条件の中でエアレース自体を開催できないかということで

実行委員会が立ち上がりました。お金の面に関してはスポ

ンサー、出資者等を集め、千葉市としてはそういうリスクを

伴わないけれども一応千葉市の中で招致するという流れの

動きというものを作り、本国オーストリアの方に招致レターを

出し、エアレースを幕張の地に招致することができたという

のが今から約７年前です。その前、約５年間くらいそういっ

た動きがずっとありました。ようやく開催することができたの

ですが、当初１年目、やはり非常に風当たりが強く、それこ

そ事故が起きたらどうするのかとか音の問題とかいろいろな

問題が起きました。それでもやはりイベントの初回には、そ

ういうものはつきものだということで、とりあえず開催をしよう

と我々も色々なところを駆けずり回りなんとかやってまいりま

した。最終年度５年目においては、ほとんどクレーム等もな

く、みなさんまた開催してほしいという声の中で終了できた

かなと思います。その中で１回目から４回目までの裏話に

なりますが、滑走路について、なかなかこの情報は皆さん

に行ってないのですが、１回目から４回目までは浦安の海

岸線にある護岸を滑走路として使いました。そこから飛び

立つと幕張まではものの２分くらいで到着するという状況で

した。パイロットとしてもストレスなく非常に良い環境の中で

できた滑走路でした。ところが５年目に、現市長の選挙公

約の中でその護岸を一般市民に開放するという公約があり、

どうしても護岸の外側にフェンスを張り巡らさなければなら

ない状況になり、滑走路として使えなくなることになりました。

さてそこで非常に困ってしまいました。実は日本の陸地の

上というのは海外機、海外国籍の飛行機は飛べないので

す。そのため、どうしても海岸線に滑走路のあるところを探

さなければいけない状況になりました。３年目の時に零戦

を飛ばしたのですが、実はこの零戦もアメリカ国籍だったの

で、河川の上をずっと飛んできて海に出て飛んだという経

緯があります。 

話を戻しますが、５年目の滑走路をどうしようかということ

になり、浦安から市川、船橋の海岸線をグーグルマップで

調べてみましたがやはり無いのです。最大６５０メートル、８

本日のﾆｺﾆｺﾎﾞｯｸｽ 6,000円 累計 96,000 円 

金の箱  220 円 累計 10,967 円 



００メートルの距離がないと飛行機が飛ばせないのです。そ

こで出てきたのが木更津の駐屯地です。実は私、出身が

木更津高校でして今の現木更津市長は同級生なので、

我々の中で下打ち合わせをして市長に電話をし、こういっ

た状況で木更津駐屯地を借りたいという話を持ちかけまし

た。いろいろと内部状況を聞きますと、木更津駐屯地はま

だ米軍の持ち物であるため、日米地位協定というものをクリ

アしていかないとなかなか難しいということで今度ゲタは防

衛省に移りました。防衛省に対して当然市長のほうからも

話をしてもらったのですが、木更津の地元の名士である浜

田靖一先生が高校の先輩でもありましたので浜田先生に

ご挨拶に行きました。その前に防衛省の事務次官に話を

通していただいたのですが、その足で防衛省に行きまして

事務次官、の下広報部含め約３０名くらい自衛隊員のかた

がいらっしゃいました。お話しは聞いておりますということで、

あとは実務ベースで進めていかないと間に合わなくなる、

それが９月開催だったのですが１月くらいの話で、日米地

位協定の話を進める中で米軍の許可を取るために半年く

らい時間がかかる、そこから大急ぎで進めていきまして、な

んとか木更津の駐屯地をお借りすることができました。当日

はセキュリティ関係も非常に厳しく、そういったところもきっ

ちりレギュレーションを作りながらやっていました。これだけ

の世界規模の大会を開催するために、実は裏でいろいろ

な成功例、関係者の方たちの動きがあったということをお伝

えしておけたらなと思います。スライドの上の方が幕張の会

場です。初年度は約１２万人が来ております。下の写真の

方ですが、これが浦安のいわゆる滑走路の部分になります。

１ヶ月くらい前から車止めや舗装関係、全部きれいにしまし

て滑走路となるような状況を作り上げました。これがエアレ

ースの内容でございます。 

続きまして幕張花火ビーチフェスタ、こちらも皆さんご存

じだと思います。実はこちらの方のイベントで何が、というこ

とになるのですけれど、当然千葉市主催の花火大会でして、

この花火大会を開催するにあたって、千葉市は４つのプロ

ポーザルを出しています。一つは警備、二つ目が設営、三

つ目が花火の打ち上げ、四つ目がプロモーション。この４

つのプロポーザルを出しています。そのうちの警備と設営

を実は私のほうで昨年からとらさせていただいています。流

れ的にいいますと、スライド右側に会場周辺図全体が出て

いますが、幕張のビーチのエリアだけでなくて、例えば無

料観覧席、これは昨年の図面になりますけれども幕張メッ

セの駐車場が無料観覧席になっています。それと同時に

精神科医療センター隣がテラス席といいまして、もう一つ観

覧席を作っています。当然一般の方というのはいろんな所

から花火を見られてしまう状況なので、警察から、全てにお

いてこの海浜幕張エリアにおいての人の誘導、事故のない

対応を求められまして、警備誘導で約６３０人、設営部隊で

約４００人の人間を、当然準備は一週間前から始まってい

ますけれども当日配置をしまして、警備計画も西警察の方

に提出しながら、西警察さんとはかなりすったもんだやりな

がら進めてまいりました。この花火をやっていきながら非常

にもったいないという考え方が私の中で生まれてきました。

というのは実は２万３０００発の花火を打ち上げていますが、

数としてこの玉数は日本最大級なのです。例えば大曲の

花火大会などが日本的には有名なところですが幕張の花

火大会はそれほどメジャーではありません。でもそれだけ

の花火の数を打ち上げています。では何なのかと考えると、

この幕張ビーチ花火フェスタに対する海浜幕張エリアの周

辺の企業さん、お店などが一丸となってこの花火に向いて

いないという感を受けました。というのは、当然夜の花火で

すから宿泊を伴ってもいいわけです。でもほとんどの人が

その日のうちに電車で帰ってしまうという状況が生まれてし

まっています。もっともっと周りがこの花火に向けて動き出

せていけるともっと経済波及効果が生まれて、なおかつプ

ロモーションも進んでいきながら全国区の花火大会になっ

ていけるのではないかなと思いました。そんな思いを進め

ながら、今年は実はオリンピックの影響で５月２日に花火の

予定だったのですけれど、コロナの影響で中止になりまし

た。来年は、オリンピックを開催するという前提の中でどうな

るのかまだはっきり決まっていない状況です。当然我々と

いたしましても去年、今年といろいろ計画を立てていた中

で来年のプロポーザルにもしっかり対応しながら取ってい

きたいと考えております。 

続きまして千葉シティトライアスロン大会です。こちらは幕

張ではなく、隣の稲毛海浜公園、今リニューアルが結構進

んでいますがこちらで開催する予定でおります。おります、

といいますか実は第１回を昨年やる予定でおりました。とこ

ろが台風１９号のせいで中止せざるを得なくなりました。そ

こで今年９月２７日にやる予定だったのですがコロナ渦の

影響で中止になり、幻の第１回、第２回となってしまいまし

た。第３回目、まだ一回も開催していないのですが来年第

３回目として開催しようと動いております。千葉市で実施す

る意義というものに関しまして、実はトライアスリート、主にパ

ラの選手なんですが、千葉から輩出している選手がおりま

す。そういったことも含めて、実はこの大会というのは初心

者及び身障者向けの大会というかたちを目指しています。

一般の方の参加は当然なのですが、スポットとしては初心

者、それから身障者のかたの大会という形にしていきたい。

その先に考えているのが、スポーツの世界大会を千葉市で

開催することです。以前、国際千葉駅伝というのがありまし

たがそれもとうとう無くなってしまいました。今、千葉市のス



ポーツ振興課と話を進めていく中で、是非このトライアスロ

ンの世界大会を招致してくれということで今動いています。

そのためには是非来年、是が非でも開催しないといけない

状況です。当然その世界大会もランキングがあり、ワールド

カップクラス、選手権クラスというように分かれています。今

横浜で、ゴールデンウィークの翌週に世界選手権が毎年

開催されています。それとは違った色の世界大会を開催し

ようということで今動いております。イベントイメージとして、

さきほどの初心者の方もそうなんですけど、ジュニア、子ど

もたちがこれだけ参加している大会もあります。多分、トライ

アスロンというと非常にハードなスポーツというイメージを持

たれていると思うのですけれど、距離的な問題も、初心者

のかたですとそれこそスイムが１００メートル、バイクが１キロ、

ランが５００メートル、それくらいの規模の大会からあります。

誰でも簡単に入れて楽しめるという大会にしていきたいと思

っています。もう一つは初心者向け。自転車はママチャリで

も OKです。スライド右上にエプロンを付けたおじさんもい

ますけれど、こういう感じのかたも参加されています。一般

の部、いわゆるエイジクラスといいまして、日本全国にトライ

アスリートというかたがいます。仕事をしながら日本全国で

開催されているトライアスロンにエントリーし、そこに行って

実績を積んでいくというかたたちです。このかたたちがほと

んどメインにはなるんですけど、こういうかたたちの動きにな

ります。パラトライアスロン、いわゆる肢体不自由のかた、ま

た知的障害者のかたもいらっしゃいます。今年９月２７日、ト

ライアスロン大会は中止にしたのですが、稲毛海浜プール

で千葉県の肢体不自由者のかた及び知的障害者のかた

たちを集めてトライアスロンの体験を開催します。コロナ渦

ですので３０名限定で進めていますけれどもう定員が埋まり

まして、ああこんなに興味のある方がいらっしゃったんだな

と実感したところです。また、この大会を開催するにあたっ

てはスタッフ、ボランティアのかたがかなりの人数が必要に

なってきます。ボランティアの場合ですと、エアレースがそう

だったのですが１００人、２００人のボランティアのかたが参

加していろいろ部分で熱い思いと汗を流していただき、終

わったときには一つの感動で結ばれるという状況が毎回生

まれています。 

続きましてＳＴＡＲＬＩＧＨＴ ＣＩＮＥＭＡＺ、話が全部飛ん

でしまうのですけど、いわゆるドライブ・イン・シアターです。

今年６月１３日から８月３０日まで稲毛海浜公園の第二駐車

場でドライブ・イン・シアターというものを開催させていただ

きました。３月の段階でコロナが発生して諸々のイベントを

中止せざるを得ないという状況の中で何かできないかとい

うところで考えた結果がこのドライブ・イン・シアターでした。

当然車で参加されることになりますのでソーシャルディスタ

ンスは当然とることができ、イベント性も含まれた中で映画

を見るという状況を作り出そうということで立ち上げました。

このドライブ・イン・シアターをご存じのかたいらっしゃいま

すか。ありがとうございます。そこまで知っていただけている

なら。実はこれが写真なのですけども映画自体は旧作しか

流せません。映画業界と交渉していった中でいろいろな問

題がありまして旧作しか出せない。今、サブスクでＨｕｌｕで

すとかＮｅｔｆｌｉｘですとかテレビで十分映画を見られる環境

の中、このドライブ・イン・シアターに果たしてお客さんが来

るかどうかというところが非常にポイントだなと思いました。

我々としてはいろんな仕掛けをしようと、こういったかたちで

下からライトアップしたり、右下を見ていただくとハザードを

たいていただいているのですけれど、実はＭＣがＦＭラジ

オの中で呼びかけ、一斉にハザードをたいてもらうという演

出をしたりとかそういったことをしています。それからテーマ

を持って、例えば７月の第２週はディズニーウィークとか、そ

れからホラー祭りと称しましてバイオハザードを１～６までず

っと出していましたが、そのときスタッフが全てゾンビメイク

をしました。ゾンビメイクをしてお客さんを受け入れる、とい

うような仕掛けをしながら開催させていただきました。最終

週、金土日ですが、銚子電鉄さんが映画を作りまして「電

車を止めるな！」。どこかで聞いたようなタイトルではあるの

ですが、これの封切りをこの稲毛海浜公園でさせていただ

きました。マイク、ＦＭラジオを通しながら社長、監督等が舞

台挨拶のようなものをさせていただきました。こういった演

出が映画を見るだけでなく、プラスアルファで付加価値を

付けることによってお客さんも楽しむことができたと思いま

す。当然ＳＭＳの反響は非常に上々たるものでした。台風

が来るシーズンになりますとイントレという足場を崩さなくて

はならずそのための費用がかかってしまうためこのイベント

は８月いっぱいで終わりにしましたが、今、他から引き合い

があり、どこかのスポットで開催できないかと打診を受けて

おります。 

最後ですが、Ｘ'ｍａｓ ＳＫＹ ＩＬＬＵＭＩＮＡＴＩＯＮといい

まして、来年の冬に稲毛海浜公園で花火、イルミ及び音楽

のイベントを開催しようと動いて

います。イメージとしてはこんな

感じです。クリスマスツリー、そ

れから音楽・花火・特殊効果

“炎”とのコラボレーションを楽し

んでもらおうと千葉市を巻き込

んでやっています。それと音・

光・花火・炎のマリアージュ。こ

のイベントを稲毛で開催しようと

動いています。これには結構な

お金がかかります。 

こういった状況ですので旅行会社とパッケージを組んで、

宿泊、このイルミネーション及び他のツアーとのパッケージ

の中で売り出していこうという新しいスキーム作りをしていま

す。皆様におかれましてはご参加も含め、またスポンサーと

いう考え方もございますので、今後ともよろしくお願い申し

上げます。  

 

       ≪会報担当：石井 慎一≫ 


